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第 56 回天塩町民文化祭
　　　　　　　作品展示会

お遊戯会お遊戯会
こども園こども園
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◆お問い合せ先◆　天塩町立国民健康保険病院　☎（２）１０５８

年末年始の食生活は乱れやすい

病院だより
No.71

　

カ
レ
ン
ダ
ー
も
残
り
１
枚
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
ど
ん
な
１
年
で
し
た
か
？

　

例
年
、
新
し
い
年
に
向
け
て
忙
し
く
な

る
12
月
か
ら
雪
解
け
ま
で
、
生
活
習
慣
病

が
悪
化
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ

ま
す
。
こ
ん
な
食
生
活
思
い
当
た
り
ま
せ

ん
か
？

・
多
忙
の
た
め　

簡
単
な
食
事
で
す
ま
す

・
豪
華
な
イ
ベ
ン
ト
料
理
や
会
食
続
き
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
多
飲

・
こ
た
つ
の
上
の
み
か
ん
の
食
べ
過
ぎ

・
野
菜
が
高
騰
す
る
の
で
野
菜
不
足

・
餅
の
食
べ
過
ぎ

・
寒
い
か
ら
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
お
っ

く
う
に
な
る

　

長
年
、
飢
え
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
人
間

は
、
季
節
の
変
わ
り
目
「
節
（
せ
ち
）」

や
お
め
で
た
い
日
に
特
別
な
料
理
を
用
意

し
豪
華
な
食
事
を
す
る
こ
と
で
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
お
正
月
料
理
は
新
し
い
年
へ
の
祈
願
を

料
理
に
反
映
し
、
翌
年
の
豊
作
を
祈
り
神

様
に
お
供
え
す
る
も
の
と
し
て
江
戸
時
代

に
庶
民
の
間
で
流
行
り
、
現
在
で
は
お
正

月
に
食
べ
る
料
理
を
「
お
せ
ち
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
せ
ち
は
ど
れ
も
保
存
食
。
作
り
置
き

の
お
か
ず
で
あ
る
と
い
う
性
質
上
、
味
付

け
を
濃
く
し
て
お
か
な
い
と
傷
ん
で
し
ま

う
た
め
で
す
。
さ
ら
に
野
菜
が
使
わ
れ
て

い
る
の
は
意
外
に
も
な
ま
す
と
煮
物
程

度
。
し
か
し
、
味
付
け
に
砂
糖
や
塩
が
多

く
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
野
菜
と
し
て
の

栄
養
面
は
期
待
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
１

日
お
せ
ち
料
理
や
雑
煮
で
す
ま
す
と
、
塩

分
が
な
ん
と
３
倍
以
上
の
26
ｇ
に
も
上
り

ま
す
。（
通
常
、
塩
分
は
１
日
男
性
で
7.5

ｇ
未
満
、
女
性
で
6.5
ｇ
未
満
が
目
標
値
）

　

近
年
は
、「
年
の
初
め
に
神
様
と
食
べ

る
」
と
い
う
本
来
の
意
義
は
忘
れ
て
し

ま
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
食
に
な
っ
て
い
ま

す
。
神
様
は
ど
れ
も
ふ
く
よ
か
。
富
の
象

徴
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て

不
健
康
そ
う
な
年
神
様
が
来
降
し
な
い
よ

う
、年
末
か
ら
食
事
管
理
を
上
手
に
行
い
、

新
春
か
ら
ま
た
新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

1 個（30g）あたり
塩分 1.0 ～ 1.5g昆布巻き昆布巻き

味付けカズノコ味付けカズノコ かまぼこかまぼこ

年越しそば お雑煮

1 本（20g）あたり
塩分 1.0g

2 切（30g）あたり
塩分 0.8g

汁は
飲み切らない！

もちは多くても
2 枚まで！

1 杯あたり
塩分 7.0g

1 杯あたり
塩分 2.2g

＝

切り餅 2 個（約 100g）
＝約 240kcal

ご飯 1 杯（約 150g）
＝約 240kcal

　

お
せ
ち
は
大
切
な
日
本
の
文
化
で
す
。

料
理
に
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
意
味
が
あ
り
ま

す
。
ご
家
族
や
友
人
と
意
味
を
話
し
合
っ

た
り
、
お
祝
い
し
た
り
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

「
減
塩
タ
イ
プ
」

「
甘
さ
控
え
め
」

を
選
ぼ
う
ね
！

塩分の多いおせち料理ベスト３塩分の多いおせち料理ベスト３
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◆お問い合せ先◆　福祉課ふれあい係　☎（２）１７２８

令和４年度特定健診の受診を
お忘れではありませんか？

■ 40 代から病気のリスクが格段に上がり、50 代以降は命に関わるリスクが急増します。

　天塩町立病院で利用できる、特定健診受診券（オレンジ）、後期高齢者健診
受診券（ピンク）を送付します。血液等の検査を無料で行うことができますの
で、ご活用ください。（年度 1 回のみ）

・町外の病院を受診されている方・人間ドックを受診されている方には、受
診費用の助成（最大 1 万 7000 円）を行っていますので申請ください。
・職場で健診を受けている方は、データ提供にご協力をお願いします。

特定健診の結果データ提供のお願い
（40歳以上国保加入の方）

　複数の検査をまとめて受けられて、 たくさんの病気 の兆候が
わかります。通院中の方も持病以外に問題がないか、安心のため
にも年に 1 度は特定健診を受診しましょう。

　これらの病気の原因は、日々の生活習慣です。
　そして、日本人の死亡原因の約半数を生活習慣病が占めています。
　特定健診は、生活習慣病を予防することを目的としています。

■特定健診のいいところ

特定健診は生活習慣病を予防する第一歩

国民健康保険・後期高齢者医療保険にご加入の方へのご案内

《脳梗塞や脳出血などの脳血管疾患》 《心筋梗塞などの虚血性心疾患》

（厚生労働省「平成 30 年度　厚生労働白書」）

糖尿病・動脈硬化症・
脂肪肝・高血圧症・肝
硬変・慢性腎不全など

送付対象

① 40 ～ 74 歳の国民健康保険加入の方で、今年度健診を
受けていない方
② 75 ～ 87 歳の後期高齢者医療保険加入の方で、今年度
健診を受けていない方
※送付していない方でも対象となる場合がございますの
で、希望される方はお問合せください。

検査内容 診察・血液検査・尿検査・心電図・身体計測
受診方法 受診予約は不要です。天塩町立病院外来日に受診券を持っ

て受診してください。
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日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等

衣類等
生ごみ

ペットのふん 農村地区 休み

11 月 27 28 29 30 12 月 1 2 3
●移動献血 ●移動献血 ●運転免許更新時講習

［豊富町定住支援セン
ターふらっときた］
・優良　13 時
・一般　14 時
・違反　15 時 30 分

4 5 6 7 8 9 10
☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

+ 循環器内科外来
●運転免許更新時講習

［ 社 会 福 祉 会 館 ］
・優良　13 時
☆いきいきサロン
［老人福祉センター］
① 9 時 30 分～
② 13 時～

+ 眼科外来
☆いきいきサロン
［ 雄 信 内 支 所 ］

10 時～ 12 時

11 12 13 《町内回覧日》 14 15 16 17
○雄信内保育所開放
☆しゃっきりサロン

［てしお温泉夕映］
13 時～ 14 時

○こども園開放

18 19 20 21 22 23 24
+ 眼科外来
☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

☆おでかけサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時

+ 産婦人科外来 + 小児科外来
○ 1 歳 6 ヶ月健診
○ 3 歳児健診
12 時 30 分～ 13 時
○乳児健診

12 時 50 分
～ 13 時 20 分

○小中高冬休み

25 26 27 《町内回覧日》 28 29 30 《大晦日》 31
●役場御用納め ●役場閉庁（1 月

5 日まで）

令和 4 年令和 4 年  　  　月月1212

・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・12 月の回覧日は 14 日と 28 日です。
・あいあいクラブ ･･･こども園▶火～木
・あいあいクラブ ･･･雄 信 内▶月

令和 4 年令和 4 年  　  　月月
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■
医
療
費
通
知
を
全
受
診
者
へ
送

付
し
ま
す

　

広
域
連
合
で
は
被
保
険
者
の
皆

様
の
医
療
費
総
額
な
ど
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
す
る
「
医
療
費
通

知
」
を
年
２
回
、
対
象
期
間
に
医

療
機
関
等
を
受
診
し
た
全
て
の
被

保
険
者
の
皆
様
へ
送
付
し
ま
す
。 

　

こ
れ
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

お
支
払
い
い
た
だ
い
た
自
己
負
担

分
を
除
い
た
医
療
費
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
か
ら
支
払
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
具
体
的
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
健
康
管
理

の
重
要
性
を
意
識
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
医
療
費
の
適
正
化
、
ひ

い
て
は
被
保
険
者
の
皆
様
の
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

■
医
療
費
通
知
の
活
用
例 

　

医
療
費
の
推
移
が
把
握
で
き
、

ご
自
身
の
健
康
状
況
の
把
握
や
健

康
管
理
に
活
用
で
き
ま
す
。
健
康

診
査
な
ど
、
皆
様
の
健
康
増
進
に

役
立
つ
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
診
療
日
数
等
に
間
違
い
が
な

い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
医
療
費
控
除
の
申
告
に
つ
い
て

　

こ
の
お
知
ら
せ
は
、
医
療
費
控

除
の
申
告
手
続
で
医
療
費
の
明
細

書
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
医
療
費
控
除
の
申
告
に
関

す
る
こ
と
は
、
住
民
課
税
務
係
ま

た
は
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

　

医
療
機
関
等
の
請
求
遅
れ
や
請

求
内
容
を
審
査
中
の
も
の
な
ど
一

部
の
受
診
記
録
が
記
載
さ
れ
て
い

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
自
己
負

担
額
は
、
医
療
費
助
成
等
を
受
け

て
い
る
場
合
な
ど
、
記
載
さ
れ
て

い
る
金
額
と
実
際
に
ご
自
身
が
負

担
さ
れ
た
金
額
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
お
知
ら
せ
は
、
皆
様
の
受

診
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る

も
の
で
あ
り
、
請
求
書
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
に
手
続
き
な

ど
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

を
お
送
り
し
ま
す

医
療
費
通
知

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
１
１
（
２
９
０
）
５
６
０
１

福
祉
課 

保
険
係

☎
０
１
６
３
２
（
２
）
１
７
２
８

　

毎
年　

冬
に
な
り
ま
す
と
屋
根
に
積

も
っ
た
雪
・
氷
・
つ
ら
ら
が
落
ち
て
、

歩
行
者
が
怪
我
を
し
た
り
、
死
亡
し
た

り
す
る
事
故
が
た
び
た
び
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

冬
期
間
の
生
活
に
は
苦
労
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
冬
期
間
の
通

行
を
円
滑
に
し
、
事
故
を
な
く
す
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
特
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

留
萌
開
発
建
設
部

留
萌
振
興
局

天
塩
警
察
署

天

塩

町

　交通事故・交通障害防止
のため、雪を道路に出さな
いでください。

　軒下を通行する時は、
屋根からの落氷雪に注意
しましょう。
　また、軒下や道路では
絶対に子供を遊ばせない
でください。

　ビルの壁・窓枠・突出看
板等からの落氷雪は少量で
も危険です。除去する際は、
歩行者への十分な安全対策
を行いましょう。

　屋根の雪・氷・つららは、気温が
上昇した時（特に気温が -3℃から
+3℃になった時）に落ちやすい状
態になるため、そのような時は早め
に落とすようにしてください。また、
落とす時は周囲の歩行者や子供に十
分注意するようにしてください。

　屋根の雪・氷・つららが道路に落ちる建物につ
いては、これに伴う事故を避けるため「雪止め」
をつけるようにしてください。雪止めがつけて
あっても、強さが足りなかったり、針金などが錆
びついて古くなっていたりすると切れて落ちるこ
ともあるので、必ず点検して、悪いところがあれ
ば早めに修繕するようにしてください。

！ 屋
根
か
ら
の

  

　 

落落  

氷氷  

雪雪 

に

　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　屋根から大量の雪が落ち
たときは、事故がないかど
うか直ちに確かめてくださ
い。道路に落ちた場合は通
行への影響を避けるため速
やかに処理してください。

カ
ン
バ
ン

暮
ら
し
の
お
知
ら
せ
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自
衛
官
候
補
生
制
度
と
は
、
自
衛
官

と
な
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
教
育
訓

練
に
専
念
す
る
採
用
制
度
で
す
。
自
衛

官
候
補
生
と
し
て
所
要
の
教
育
を
経
て

３
ヵ
月
後
に
２
等
陸
海
・
空
士
（
任
期

制
自
衛
官
）
に
任
官
し
ま
す
。

　

任
期
制
自
衛
官
と
は
、
陸
上
自
衛
官

は
１
年
９
ヶ
月
（
一
部
技
術
系
は
２
年

９
ヶ
月
）、
海
上
・
航
空
自
衛
官
は
２

年
９
ヶ
月
を
１
任
期
（
２
任
期
目
以
降

は
各
２
年
）
と
し
て
勤
務
す
る
隊
員
の

こ
と
で
す
。
教
育
訓
練
を
受
け
た
後
に

各
部
隊
・
基
地
等
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

約
９
ヵ
月
後
、
１
等
陸
・
海
・
空
士
に

昇
任
し
、
さ
ら
に
１
年
後
、
陸
・
海
・

空
士
長
に
昇
任
し
ま
す
。

《
応
募
資
格
》
18
歳
以
上
33
歳
未
満

《
受
付
期
間
》
令
和
５
年
１
月
16
日
ま

で

自
衛
官
候
補
生
募
集

《
試
験
科
目
》
筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、

適
性
検
査
及
び
身
体
検
査

《
試
験
日
程
》
令
和
５
年
１
月
22
日
、

23
日
（
試
験
会
場
：
旭
川
）

《
合
格
発
表
》
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す

《
入
隊
時
期
》
採
用
予
定
通
知
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
稚
内
地
域

事
務
所

☎
０
１
６
２
（
３
３
）
１
２
２
７

マ
チ
の
伝
言
板

　

昭
和
57
年
に
発
足
し
た
林
業
退
職
金

共
済
制
度
（
林
退
共
）
は
、
林
業
界
で

働
く
方
の
た
め
に
国
が
作
っ
た
退
職
金

制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

従
事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、
そ
の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た

と
き
に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う

と
い
う
、
い
わ
ば
林
業
界
全
体
の
退
職

金
制
度
で
す
。

○
税
法
上
、
掛
金
は
法
人
で
損
金
、
個

人
企
業
で
は
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま
す
。

○
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま

林
退
共
へ
加
入

し

ま

せ

ん

か

す
。

《
事
業
主
の
皆
様
へ
》

・
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ
て
適

正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従
事
者

が
林
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ

ず
に
退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構 

林
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
（
６
７
３
１
）
２
８
８
９

FAX
０
３
（
６
７
３
１
）
２
８
９
０

1 月号へ掲載を

希望する方は、

12 月 14 日 （水）

までにお知らせください。

総務課企画広報係

掲載を希望される方へ

　

天
塩
町
収
納
率
向
上
対
策
本
部
で

は
、
12
月
を
町
税
・
料
金
等
の
「
徴

収
強
化
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
滞
納

者
に
対
し
、
自
宅
訪
問
・
勤
務
先
訪

問
・
差
押
え
を
中
心
と
し
た
徴
収
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、
税
外
収
入
に
つ
い
て
は
、

簡
易
裁
判
所
の
支
払
督
促
に
よ
る
申

立
て
の
実
施
を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
さ
れ
て
い
る
方
と
の

不
公
平
を
な
く
す
た
め
、
平
成
28
年

４
月
か
ら
「
天
塩
町
特
定
滞
納
者
に

対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置

に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
、
悪
質

な
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
町
が
実
施

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
制
限
し
ま

す
。

　

納
期
内
納
付
は
、
広
く
町
民
の
皆

様
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
ま
だ
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
再
度
納
付
書
を
確
認
し
て
い
た

だ
き
、
至
急
納
付
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
納
付
い
た
だ
い
た
税

金
・
料
金
等
は
、
皆
様
の
暮
ら
し
を

支
え
る
貴
重
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
納
期
内
納
付
に
つ
き
ま

し
て
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

天
塩
町
収
納
率
向
上
対
策
本
部

本
部
長　

天
塩
町
長　

佐
々
木 

裕
之

徴
収
強
化
月
間

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

　

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
司
法
書
士
協
議
会

で
は
、
11
月
か
ら
３
月
ま
で
電
話
と
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
「
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
12
月
は
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
相
続
登
記
・

遺
言
・
不
動
産
登
記
・
会
社
の
登
記
、

成
年
後
見
な
ど
の
法
律
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
電
話
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
相
談

《
日
時
》
令
和
４
年
12
月
６
日
（
火
）

16
時
～
19
時
、
12
月
17
日
（
土
）
９
時

～
12
時

《
電
話
相
談
》
☎
０
１
６
６
（
７
４
）

８
８
６
１　

※
予
約
不
要
。
通
話
料
は

ご
負
担
願
い
ま
す
。

《
Ｗ
Ｅ
Ｂ
相
談
》
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ア
プ
リ
を

使
用
し
ま
す
。事
前
申
込
制
で
す
の
で
、

相
談
日
の
３
日
前
ま
で
に
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
よ
り
３
日
以
内
に
司
法
書
士
会
か

ら
メ
ー
ル
を
返
信
い
た
し
ま
す
。

※
パ
ソ
コ
ン
で
の
接
続
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。

※
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
イ
ン
ス

ト
ー
ル
は
ご
自
身
の
責
任
で
お
願
い
し

ま
す
。

 

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

札
幌
司
法
書
士
会

☎
０
１
１
（
２
８
１
）
３
５
０
５

※
司
法
書
士
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
司

法
書
士
の
業
務
範
囲
に
属
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
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防
災
ひ
と
く
ち
メ
モ
／
協
力
隊
通
信

　

　上川・留萌地方では本格的な冬の季節を迎えまし
た。今回は、「暴風雪」についてお話しをします。
　暴風雪に伴う被害には、暴風や視界不良（ホワイ
トアウト）による歩行困難、吹きだまりによる交通
障害、暴風による飛散物での家屋等損壊、停電など
があり、北海道では毎年のように発生しています。
特に平成 25 年 3 月には、道東地方を中心として発
生した暴風雪により９名の方が亡くなり、500 台
以上の車が立ち往生するなど大きな災害となりまし
た。
　気象台では、暴風雪が予想されるときに暴風雪警
報を発表し、広範囲に災害が予想されるときには「数
年に一度の猛ふぶき、外出を控えて下さい」のキー
ワードを用いた気象情報を発表して、暴風雪に対す
る厳重な警戒を呼びかけます。このキーワードを用
いる場合は、２～３日前から段階的な防災気象情報
を発表します。また、旭川地方気象台と旭川・留萌
開発建設部と共同で暴風雪に対する緊急発表を行う
など、暴風雪に対してより一層の注意・警戒への喚
起を行います。
　暴風雪災害は、晴天から荒れた天気へ急変したと
きに特に多く発生しています。暴風雪警報が発表さ
れたときは、今の天気が良くても油断することな
く、最新の気象情報や道路情報などを事前に確認し
ましょう。
　いつ暴風雪になっても安全に過ごすため、日頃か

ら家では停電に備える、車で外出するときなどは車
が立ち往生することに備えるなど、予め必要な物を
考えて準備しておきましょう。

◆お問い合わせ先◆
旭川地方気象台　☎ 0 １６６（３２）７１０２
https://www.data.jma.go.jp/asahikawa/index.html

できていますか、暴風雪への備え

★気象情報に注意して、暴風雪が予想されていると
きは外出を避けましょう。
★停電に備えて、懐中電灯、携帯ラ
ジオ、防寒具、ポータブルストーブ
や灯油、非常食、飲料水などを準備
しておきましょう。
★ FF 式暖房機等を使用して
いる場合は、吸排気口付近
が雪でふさがれないように
注意しましょう。

★天気の急変などにより車が立ち往生することを想
定して、防寒着、長靴、手袋、スコップ、牽引ロー
プなどを車に用意するとともに、十分に燃料がある
ことを確認しましょう。

家の中で安全に過ごすために

やむを得ず車で外出するときは

　天塩町を紹介するイベント「ふるさとＰＲフェア」が、10 月 16 ～ 17 日に
神戸駅地下街（デュオこうべ）にて開催されました。天塩のイベントがこの日
に神戸で行われることになった理由の一つが、天塩高校の２年生が修学旅行で
神戸を訪れる際に行う、まちの魅力を外部へ伝える活動のサポートです。生徒
たちにとって慣れない場所で、修学旅行の貴重な時間を使って行う活動をトラ
ブルなくスムーズに進められるよう、入念に準備を行いました。
　多くの人が忙しく行き交う場所ということもあり、普段のイベントに比べる
となかなか立ち止まってもらうことが難しかったのですが、
天高生が加わるとあっという間に賑やかな雰囲気になりまし
た。
　都会から遠く離れた地方にも、その場所ならではの良さや
魅力があります。一旦地域の外へ出た若い方々が再びまちへ
戻ってくるとき、生まれ育った地域がもっていた魅力に初め
て気付くこともあるはずです。
　私自身もまちの外からやって来た協力隊として、この地域
ならではの魅力を活用したプロジェクトを行っていくだけで

なく、外からの視点で感じた「天塩町の魅力」を伝
えていくことも大切にしたいと思います。（野口）
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就労場所が
天塩町内の
求人限定！

天塩町ホームページに

を

出しませんか？
求人求人

総務課　企画広報係
〒 098-3398　天塩町新栄通８丁目

お問い合わせ（提出先）

☎  01632（2）1001
FAX  01632（2）2659
✉  kikaku@teshiotown.com

・会社（事業所）名
・勤務先
・責任者の連絡先
・掲載期間（最長 3か月）

・募集業種
・募集年齢
・仕事の内容

申請書の記載事項

求人チラシと申請書を
役場に提出！

町ホームページ
に掲載！
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10
月
12
日
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
な
が

ら
日
常
的
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
酪
農
に

つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
体
験
を
通
し
て
郷
土
愛
を
育
む
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
町
教
育
委
員
会
の
主
催
、

Ｊ
Ａ
る
も
い
青
年
部
天
塩
支
部
、
㈱
北
海
道

ク
ボ
タ
、
フ
ァ
ー
ム
エ
イ
ジ
㈱
、
ホ
ク
レ
ン

留
萌
支
所
の
共
催
に
よ
る
「
酪
農
体
験
教

室
」
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
園
児
か
ら
小
学
生
ま

で
計
45
人
が
参
加
し
、
子
牛
と
の
触
れ
あ
い

体
験
、
ト
ラ
ク
タ
ー
乗
車
体
験
、
酪
農
道
具

の
説
明
、
牛
乳
が
牧
場
か
ら
商
品
に
な
っ
て

家
庭
に
届
く
ま
で
の
酪
農
の
仕
事
内
容
の
説

明
な
ど
を
、
順
番
に
体
験
し
な
が
ら
学
び
ま

し
た
。

酪
農
体
験
教
室

▼トラクターについて説明を受ける児童たち

　

10
月
14
日
、
留
萌
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
主
催
に
よ
る
「
第
２
回
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

交
流
会
」
が
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
管
内
７
町
村
14
チ
ー
ム

約
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
天
塩
町
か

ら
は
「
天
塩
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」「
天
塩
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
」
の
２
チ
ー
ム
16
名
が
出
場
し
ま

し
た
。行
わ
れ
た
競
技
は
、ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー

と
い
う
紐
で
繋
が
っ
た
２
個
の
ボ
ー
ル
を
５

ｍ
先
に
あ
る
高
さ
１
ｍ
の
ラ
ダ
ー（
は
し
ご
）

に
向
か
っ
て
投
げ
、
３
本
あ
る
横
棒
に
引
っ

掛
け
て
合
計
点
を
競
う
も
の
で
す
。
出
場
し

た
選
手
た
ち
は
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
競
技
に

声
援
や
拍
手
を
送
り
、
ク
ラ
ブ
員
同
士
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー大

会

▼ラダーに向かってボールを投げる様子

　

全
国
地
域
安
全
運
動
期
間
中
の
10
月
14

日
、
天
塩
警
察
署
は
町
防
犯
協
会
員
と
天
塩

小
学
校
児
童
３
名
と
と
も
に
町
内
の
店
舗
を

訪
問
し
、
詐
欺
被
害
に
関
す
る
連
絡
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
「
♯
９
１
１
０
」
を
紹
介
す
る
シ
ー

ル
を
配
布
し
ま
し
た
。「
Ｙ
’ｓ 

ｈ
ａ
ｉ
ｒ 

Ｓ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
」
と「
て
し
お
キ
ム
チ
工
房
」

を
訪
れ
た
児
童
た
ち
は
、
特
殊
詐
欺
防
止
の

シ
ー
ル
を
手
渡
し
「
お
客
さ
ん
へ
、
怪
し
い

電
話
が
き
た
ら
、
こ
こ
に
相
談
す
る
よ
う
に

教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
て
し
お
キ
ム
チ
工
房
で
は
、
児
童
た

ち
が
商
品
に
シ
ー
ル
を
貼
り
付
け
、
来
客
し

た
方
に
シ
ー
ル
に
記
載
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
の

こ
と
を
説
明
し
、
詐
欺
被
害
防
止
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

詐
欺
被
害
防
止
の

シ
ー
ル
配
布

▼詐欺被害防止の呼びかけシールを渡す天小児童

　

10
月
12
日
、
町
出
身
の
写
真
家
・
倭
田
宏

樹
さ
ん
が
講
師
と
な
り
母
校
の
天
塩
中
学
校

と
東
京
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぎ
、
授
業
を
行

い
ま
し
た
。
天
塩
中
学
校
で
は
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
の
一
環
と
し
て
天
塩
町
の
観

光
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
製
作
で
使
用
す
る
写
真
に

つ
い
て
学
ぶ
た
め
２
年
生
25
名
が
授
業
を
受

け
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
が
夏
休
み
中
に
撮
影

し
た
９
３
６
枚
の
候
補
写
真
か
ら
選
ん
だ
９

枚
の
写
真
に
つ
い
て
倭
田
さ
ん
が
評
価
し
な

が
ら
ど
の
よ
う
な
写
真
が
魅
力
的
で
あ
る
か

等
に
つ
い
て
解
説
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し

た
。
ま
た
、
自
身
が
中
学
生
の
頃
を
ふ
り
か

え
り
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
写
真
家
に
な
っ

た
か
等
、
進
路
選
択
や
職
業
観
に
つ
い
て
生

徒
に
語
り
ま
し
た
。

母
校
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業

▼倭田さんのオンライン授業を受ける天中生

10月12日～11月9日
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10
月
19
日
、
天
塩
高
校
１
年
生
（
29
名
）

を
対
象
に
、
北
海
道
銀
行
天
塩
支
店
の
井
上

支
店
長
を
講
師
に
迎
え「
金
融
と
資
産
形
成
」

に
つ
い
て
学
ぶ
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
金

融
商
品
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
た
貯
蓄

の
重
要
性
、
投
資
に
よ
る
資
産
形
成
に
つ
い

て
学
び
、
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は

属
性
や
事
業
の
異
な
る
架
空
の
会
社
２
社
を

設
定
し
、
ど
ち
ら
に
株
式
投
資
す
る
か
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
、
選
択
理
由
に
つ
い
て
各

自
発
表
し
ま
し
た
。
講
師
を
務
め
た
井
上
支

店
長
は
「
高
校
生
に
と
っ
て
、
お
金
に
関
し

て
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン
を
含
め
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
機
会
に
な
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。

天
高
生

金
融
と
資
産
を
学
ぶ

▼金融と資産形成について学ぶ天高生

　

10
月
16
日
、
天
塩
町
赤
十
字
奉
仕
団
の

草
刈 

房
子
委
員
長
ら
奉
仕
団
の
メ
ン
バ
ー

が
、
町
内
各
所
か
ら
収
集
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
・
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
業
者
に
引
き
渡
し
ま

し
た
。
今
回
、
２
年
ぶ
り
に
回
収
し
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
は
45
リ
ッ
ト
ル
袋
で
20

袋
分
に
な
り
ま
し
た
。
同
奉
仕
団
で
は
、
こ

の
「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
」
を
平
成
15
年
頃

か
ら
約
15
年
間
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
以
降
、
破
砕
品

原
料
価
格
が
当
初
の
半
値
以
下
に
な
り
、
リ

サ
イ
ク
ル
原
材
料
需
要
が
半
減
し
た
こ
と
か

ら
、
引
取
り
業
者
に
よ
る
回
収
受
け
入
れ
が

終
了
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
今
回
の
回
収
が

最
後
と
な
り
ま
し
た
。　

赤
十
字
奉
仕
団
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
回
収

▼赤十字奉仕団員が回収したボトルキャップ

　

10
月
27
日
、
世
界
的
な
猛
禽
類
専
門
家
・

猛
禽
類
医
学
研
究
所
代
表
で
獣
医
師
の
齊
藤

慶
輔
先
生
を
講
師
に
招
い
た
特
別
授
業
が
、

天
塩
高
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
振
老
地
区
の

天
塩
川
河
川
敷
で
野
鳥
止
ま
り
木
の
植
樹
体

験
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
後
、
齊
藤

先
生
に
よ
る
「
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
猛
禽

類
と
の
共
生
」
を
テ
ー
マ
に
、
食
物
連
鎖
の

頂
点
に
立
つ
猛
禽
類
等
を
保
護
す
る
重
要

性
、
天
塩
川
下
流
域
は
地
球
規
模
で
見
て
オ

ジ
ロ
ワ
シ
の
貴
重
な
生
息
域
で
あ
る
こ
と
、

傷
病
野
生
動
物
は
自
然
界
か
ら
の
伝
達
者
で

あ
り
、
こ
の
情
報
を
科
学
的
に
受
け
止
め
、

人
間
と
動
物
を
育
む
自
然
環
境
を
健
全
に
す

る
こ
と
を
目
指
す
た
め
の
具
体
策
に
つ
い
て

講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

猛
禽
類
獣
医
師

に
よ
る
授
業

▼天高生に向けて講義する齊藤先生

　

10
月
16
日
、
天
塩
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
「
第
23
回 

定
期
演
奏
会
」
が
同
校
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
保
護
者
ら
約
70
人
が
来
場

し
鑑
賞
し
ま
し
た
。「
輝
け
！ 

天
中
サ
ウ
ン

ド
～
夢
の
舞
台
で
全
て
の
人
に
感
謝
を
伝
え

る
サ
ウ
ン
ド
を
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
８
月
に

札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ａ

（
キ
タ
ラ
）
で
開
催
さ
れ
た
第
67
回
北
海
道

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
演
奏
し
た
「
聖
エ

ル
モ
の
火
～
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た

め
に
～
」
を
は
じ
め
、「
キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ハ

ニ
ー
天
中
Ｖ
ｅ
ｒ
．」な
ど
９
曲
を
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
仮
装
も
織
り
交
ぜ
た
演
奏
を
16
名

の
部
員
た
ち
が
披
露
し
ま
し
た
。

天
中
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

▼工夫を凝らした演奏会の様子
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10 月末
--- 人　口 ----------------
２，８１６ 人  （－１０）

※（　）内は前月比

㊚１，４２４ 人 （－ ３）

㊛１，３９２ 人 （－ ７）
--- 世帯数 ----------------
１，４６７世帯（－ ４）

♪
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
担
当
の
菅

原
・
菅
野
で
す
。

♪
今
月
の
表
紙
、
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
は
雁
（
ガ

ン
）
の
一
種
の
渡
り
鳥
で
、
国
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
準
絶
滅
危
惧
種
で

す
。
さ
て
、
ほ
か
に
も
天
塩
町
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
天
然
記
念
物
と
し
て
、
オ
ジ
ロ
ワ

シ
、
オ
オ
ワ
シ
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
全
て
絶
滅
危
惧
種
で
す
。
こ
れ
ら

以
外
に
、
天
然
記
念
物
に
は
指
定
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
絶
滅
危
惧
種
の
生
き
物
と
し
て

チ
ュ
ウ
ヒ
と
イ
ト
ウ
が
い
ま
す
。
天
然
記
念

物
と
絶
滅
危
惧
種
、
ど
ち
ら
も
似
て
い
る
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
何
が
違
う

の
で
し
ょ
う
か
。
天
然
記
念
物
は
国
宝
や
重

要
文
化
財
を
指
定
す
る
機
関
で
あ
る
文
化
庁

が
定
め
、
個
体
数
と
は
関
係
な
く
文
化
学
術

的
な
価
値
を
重
視
し
た
も
の
で
す
。
一
方
、

絶
滅
危
惧
種
は
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（
国
際
自
然
保
護

連
合
）
と
い
う
国
際
機
関
が
絶
滅
の
可
能
性

を
科
学
的
に
分
類
し
、
ラ
ン
ク
づ
け
し
た
リ

ス
ト
も
と
に
環
境
省
が
指
定
し
て
い
ま
す
。

天
然
記
念
物
は
法
律
で
保
護
さ
れ
て
お
り
、

捕
ま
え
た
り
、
危
害
を
加
え
る
と
罰
せ
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
天
然
記
念
物
は
一

度
指
定
さ
れ
る
と
そ
の
ま
ま
で
す
が
、
絶
滅

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会　

愛
情
銀
行
へ

【
香
典
返
し
と
し
て
】

東
雄
信
内　
　

阿　

部　

益　

也　

さ
ん

辰
子
丑　
　
　

渡　

邊　

修　

勝　

さ
ん

富
士
見
団
地　

高　

橋　

和　

夫　

さ
ん

南
開
団
地　
　

吉　

岡　

和　

子　

さ
ん

更
岸
南　
　
　

奥　

山　

美　

樹　

さ
ん

■
恵
愛
荘
へ

南
町　
　
　
　

齋　

藤　

め
ぐ
み　

さ
ん

山
手
通
10　
　

工　

藤　

奈
々
子　

さ
ん

（
東
雄
信
内
）

阿
　
部
　
ツ
ネ
子
　
さ
ん
（
88
歳
）

（
辰
子
丑
）

渡
　
邊
　
ツ
ヤ
子
　
さ
ん
（
96
歳
）

（
富
士
見
団
地
）

高
　
橋
　
千
枝
子
　
さ
ん
（
75
歳
）

（
南
開
団
地
）

吉
　
岡
　
　
　
隆
　
さ
ん
（
85
歳
）

（
更
岸
南
）

奥
　
山
　
文
　
惠
　
さ
ん
（
86
歳
）

該
当
な
し

該
当
な
し

天塩町長
　佐々木　裕之

　

私
自
身
、
不
覚
に
も
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
皆
様
方
に
ご
心
配
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

１
週
間
の
自
宅
療
養
で
し
た
が
、
妻
も
含
め

感
染
拡
大
は
防
げ
ま
し
た
。
昨
今
、
町
内
で

も
た
く
さ
ん
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
天

塩
ハ
イ
ヤ
ー
の
撤
退
、ヤ
マ
ト
運
輸
の
移
転
、

デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
実
験
。何
よ
り
も「
ツ

ル
ハ
」
の
オ
ー
プ
ン
が
人
の
流
れ
を
急
変
さ

せ
ま
し
た
。
近
隣
の
町
の
方
も
多
く
来
店
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
流
れ
を
生
か
す

町
づ
く
り
を
皆
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

買
い
物
・
経
済
・
医
療
・
高
校
な
ど
「
天

塩
だ
か
ら
」「
天
塩
で
な
き
ゃ
」
と
い
っ
た

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
私
は
こ

の
３
年
半
で
消
防
・
防
災
・
医
療
を
メ
イ
ン

に
行
動
し
て
き
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
守
り
す

ぎ
て
攻
め
の
展
開
が
不
足
し
た
反
省
が
あ
り

ま
す
。

　

限
り
あ
る
予
算
で
試
行
錯
誤
と
取
捨
選
択

を
す
る
中
、
国
の
開
発
事
業
は
河
川
・
道
路
・

港
湾
・
農
業
で
道
北
で
は
最
多
の
事
業
量
で

あ
り
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
天
塩
～

中
川
間
事
業
化
に
向
け
た
調
査
も
進
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
農
業
分
野
な
ど
厳
し
さ
が

見
え
て
お
り
、
町
と
し
て
一
層
の
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
も
小
さ
な
会
社
を
10

数
年
経
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
売
上
減
少
で

思
わ
ぬ
経
費
増
、
ト
ラ
ブ
ル
や
月
末
資
金
繰

り
な
ど
悩
み
は
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
前
向
き
な
マ
イ
ン
ド
を
持
ち
、
明
日
を
夢

見
て
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。「
悩
み
苦
労

を
分
か
ち
合
う
」
そ
ん
な
町
役
場
で
あ
り
た

い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

・
雄
信
内
地
区
・
港
湾
道
路
・
鏡
沼
キ
ャ
ン
プ
場
の

集
水
桝
及
び
管
渠
内
清
掃

北
海
道
ロ
ー
ド
メ
ン
テ
ナ
ン
ス 

株
式
会
社

　

地
域
貢
献
企
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
地
域
振

興
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
貢
献
企
業
　
　

地
域
貢
献
企
業
　
　

　
　
　

　
　
　  

　　
の
ご
紹
介

の
ご
紹
介

危
惧
種
の
場
合
は
数
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
絶

滅
の
可
能
性
に
応
じ
て
ラ
ン
ク
が
上
が
っ
た

り
下
が
っ
た
り
し
ま
す
。
ち
な
み
に
天
塩
町

に
い
る
絶
滅
危
惧
種
の
う
ち
絶
滅
ラ
ン
ク
が

最
も
高
い
の
は
「
チ
ュ
ウ
ヒ
」
と
「
イ
ト
ウ
」

に
な
り
、
世
界
的
に
見
て
も
天
塩
川
下
流
域

は
残
存
数
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

♪
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
取
材
の
ご
依
頼

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
総
務
課

企
画
広
報
係
ま
で
お
問
合
せ
・
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

12/26
今月の納税

・国民健康保険税（7期）


